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大阪樟蔭女子大学研究紀要第 3 巻（2013） 研究論文  
カナダ文学をめぐるカナダ事情 
―‘Canadian dilemmas’の背景― 
 
学芸学部 国際英語学科 長尾 知子 
 
要旨：1920 年代まで存在を疑われたカナダ文学が世界文学の仲間入りを果たしたのは、20 世紀も末に近い。本稿は、
そのような後発ぶりを示すカナダ文学の背景となる事情を探ると同時に、展開のプロセスに伴う、カナダとカナダ文
学が抱えるジレンマの背景を浮き彫りにしたい。まず、英系カナダ文学の発展に寄与したフライとアトウッドの足跡
に言及した上で、カナダ文学の後進性を物語る、日加両国の事情を確認した。日本でのカナダ文学の受容のプロセス
を翻訳事情と研究状況の観点から概観し、カナダ本国での研究状況、初期の出版事情、その背景となる歴史的・地理
的事情を探った。さらに、英系カナダ文学に影を落とすジレンマの背景を、初期アメリカ文学の場合と比較し、事例
として、植民地時代の作家ジョン・リチャードソンとスザンナ・ムーディーの置かれた英系カナダ文学の状況を考察
した。最後の事例には、ポストモダニズムを先取りしていたゆえに、再評価を待たねばならなかったハワード・オヘ
イガンの代表作を取り上げ、ジレンマの諸相に目を向けると共に、アメリカ文学とは異なる英系カナダ文学の独自性
を読み取った。 
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はじめに 
 Northrop Frye In Conversation (Cayley 1992)は、
カナダの文化英雄ノースロップ・フライ(1912-1991) の
晩年に、その輝かしい業績を称えるべく企画され、死
後出版となった対談集である。没後 20 有余年を経た現
在も、カナダ文学をその源から辿ろうとすれば、必ず
フライの足跡を目の当たりにすることになる。カナダ
研究・カナダ文学研究関係者は、フライを 20 世紀の文
芸思想界を席巻した文芸評論家というより、カナダ文
学の育成に尽力したトロント大学教授として仰いでき
たようなところがある。フライは University of 
Toronto Quarterly の文芸時評欄‘Letters in Canada’
でカナダ詩の書評を1951年から60年まで担当したが、
カナダ文学史の決定版 Literary History of Canada: 
Canadian Literature in English (Klinck 1965) 初版
に寄せたフライの“Conclusion”‘（「結語」）は、カナ
ダ文学・文化の総括として脚光を浴び、古典的エッセ
イとなっている。その中でフライは、孤立した辺境の
地に身を寄せ合った人々が「暫定的に ‘garrison 
mentality’と呼んでもいいようなもの」(Frye1971) を
抱くとしたが、この用語はキーワードとして独り歩き
を始めたのだった。‘Canadian Culture’をトピックに
した対談の中でフライは、「この表現には確かな歴史的
背景があるが、この用語は露出過多になっている」 
(127)と述べている。日本でも‘garrison mentality’ は、
カナダ的想像力の基底に潜む「駐屯地心理」あるいは
「駐屯地気質」として、日本カナダ学会（1978 年発足）
や分家の日本カナダ文学会（1982 年発足）の創設メン
バーらも大いに引用している。「この国独自の孤独感が
生み出す恐怖心、それを避けるための分裂と抗争（…）、
文化的観点からすれば本来、忌避すべき現象に創造的
意義を認め、これをカナダ文学の伝統的特性と評価し
た」フライの思想が「カナダ文学評価の最有力の視点
となったとしても不思議ではない」（渡辺 1991）とあ
る。フライはこのキーワードが、人目に晒され過ぎた
絵画やイメージのように、輪郭がぼやけあいまいなも
のになっている、なぜなら、カナダ人は、今や世界中
でもっとも都市化された国民になっているからと述べ
ている。そして ‘condominium mentality’ が、それ
にとって代わった、「駐屯地」で育まれた外界への恐怖
感と孤立不安は姿と質を変え、テクノロジーの進歩が
高層アパート群の街で人々を凍りつかせ、共同体が生
まれにくい状況のなか、テレビや映画も、人々の
‘introversion’（内向性）を促すという。IT が進化を
続け、ヴァーチャル・コミュニケーションが日常に浸
透している現在、「分譲マンション気質」が、20 世紀
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末に新たなキーワードとして受容されたとは到底考え
られない。上記の Literary History of Canada 第二版
“Theory and Criticism: Trends in Canadian 
Literature”（Cameron 1990）にあるように、1970 年
代後半から、時代思潮は新たな局面を迎えていた。ポ
ストモダニズム、ポストコロニアリズム、脱構築批評
が主流となった文芸批評の世界では、「原型批評」「神
話批評」を体系化したフライは、批評史を彩った過去
の偉人と見做される傾向がある。しかしフライの精神
は、カナダを代表する世界的な女性作家マーガレッ
ト・アトウッド（Margaret Atwood,1931-）に受け継
がれ、時代の潮流とともに変容を続けているようだ。
「文学全体を、歴史的事実より、ファンタジーによって
共時的に体系づけようとした」フライにとって、批評
活動が「『想像力』によって人間社会の変革の可能性を
探る場」であったように、「未来への希望をつなぐ『想
像力』こそ、アトウッドの作家活動の原動力なのである」
（伊藤 2008）。かつてアトウッドが、『サバイバル―現代
カナダ文学入門』（Survival: A Thematic Guide to 
Canadian Literature, 1972）を通して世に広めた
‘survival’と‘victims’という、カナダ文学を語るキーワ
ードは、地球規模の環境問題を扱ったアトウッド自身
の小説群を理解する上でも、汎用性を示している。近
刊の『マーガレット・アトウッド論―サバイバルの重
層性「個人・国家・地球環境」』（大塚 2011）は、カナ
ダの初期小説群のライトモチーフたる「サバイバル」
を、新たな切り口として再評価したアトウッド論であ
る。 
 英系カナダ文学について考察するに当たり、その発
展を促した新旧の立役者の存在を確認することから始
めた。第一次世界大戦前まで「カナダ文学は存在する
か」と議論され、すぐれた作品が登場するのは 1920
年代、自国の文学の研究が始まったのは 1960 年代とい
うカナダ文学は、その後進性ゆえに、世界文学の仲間
入りを果たしたのは 20 世紀も末に近い。国際的に高い
評価を得ているアトウッドを筆頭に、『イギリス人の患
者』（The English Patient,1992）の映画化によって知
名 度 を 増 し た マ イ ケ ル ・ オ ン ダ ー チ ェ （ Michel 
Ondaatje,1943-）、『失われた祖国』(Obasan, 1981 )で
日系カナダ人の戦争体験を描いたジョイ・コガワ（Joy 
Kogawa, 1934-）などは、英系カナダを代表する作家
として名声を博している。三者に共通しているのは、
現役で活躍中の作家だということ、邦訳された彼らの
代表作は、主としてフェミニズムやポストモダニズム、
人権問題や環境問題を前景化しており、世界文学的な
側面が注目されていることである。言い換えれば、風
土としてのカナダ、カナダ的経験を描く ‘National 
Literature’としての伝統面は、付随的にしか立ち現れ
てはこない。グローバル化が進む以前、欧米の名作は、
異国への憧れを掻き立てずにはおかなかった。そして
多くは、今なお世界中で読み継がれている。その意味
ではカナダ文学には‘Classics’は見当たらない。カ
ナダ文学史上で名作扱いされても、過去の作品は翻訳
の対象になりにくいという現状がある。カナダ文学研
究者によって単発的に紹介されても、商業ベースに乗
らない限り、いわゆる「読書人」の目に触れるだけに
終わることが多い。 
 本稿ではまず、このようなカナダ文学の後進性を物
語る、日本とカナダ本国での事情を再確認する。さら
に、カナダ文学展開のプロセスにおいて、また過去の
英系小説を事例として、カナダ文学につきまとう
‘Canadian dilemmas’の背景を探りたい。なお、「ジ
レンマ」という用語は本来、「二つの仮定や前提から生
じる矛盾、障害、問題」を意味し、二者択一の「板ば
さみ」状況を指すが、本稿では敷衍的な「抜き差しな
らない羽目」や「窮地」、「深刻な問題」という意味合
いでも使用している。 
 
Ｉ 日本でのカナダ文学の受容 
 日本でのカナダ文学受容を翻訳事情で概観すると、
モンゴメリ（L.M. Montgomery,1874‐1942）の『赤
毛のアン』（Anne of Green Gables, 1908）シリーズ 1) と、
今を時めくアトウッド関連の書物が翻訳市場の大半を
占めている感がある。カナダ大使館の調査による「邦
訳出版されたカナダ人作家による文学作品」（1995）リ
スト、日本カナダ文学会編の「カナダ文学関係文献目
録」（2000）によれば、『赤毛のアン』シリーズの翻訳
は 1950 年代から、アトウッドの方は 1980 年代末から
始まっており、現在も進行中である。大衆文学として
一世を風靡したアーサー・ヘイリー（Arthur Hailey, 
1920-2004）の全作品が翻訳されていることや、自伝的
ユーモア小説やノンフィクションで人気を呼んだファ
アレイ・モワット（Farley Mowat, 1921-）が 1970 年
代から 80 年代にかけて数多く翻訳されているのが目
につくが、他は単発的に登場する英系・仏系の文芸作
品を除いて、大衆向けのミステリーや SF、青少年向
け読み物が中心だ。研究対象となるカナダ文学で日本
に紹介されている作品は数少ないとも言える。ただ、
近年のカナダ文学受容のプロセスで注目すべきは、
1998 年より英系・仏系カナダ文学の名作を邦訳紹介す
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るシリーズの刊行が開始されたことである。初回配本
のオンダーチェ『家族を駆け抜けて』（Running in the 
Family, 1982）や、アトウッド『寝とる女』（The Robber 
Bride, 1993）に続き、カナダ文学史上で主要な作品が
取り上げられており、2012 年現在、イブ・テリオ 『ーア
ガグック物語』（Agaguk, 1958）で第 11 回配本に至っ
ているが、紹介のペースはいたってゆるやかである。 
 カナダ文学の翻訳による受容が、特定の作家と、一
般大衆向け、青少年向けの作品が中心で、研究対象と
なる作品の翻訳は限られるという傾向を調べた。カナ
ダ文学研究についてはどうか。「日本カナダ学会」から
独立して「日本カナダ文学会」が創設されたのは 1982
年、研究紀要『カナダ文学研究』の創刊は 1986 年であ
る。外国文学研究機関の老舗学会と比べると、研究史、
規模の違いは歴然としている。「財団法人日本英文学会」
の前身「東京帝大英文学会」は 1917 年に発足と同時に
会誌を発行している。「日本アメリカ文学会」は、結成
の胎動が第二次世界大戦終結の翌年に始まり、「アメリ
カ学会」から独立して正式に発足したのは 1956 年であ
る。7 支部会、数多くの関連研究団体を擁する点では、
1962 年創設の「日本フランス語フランス文学会」も同
様である。「日本カナダ文学会」では、英系・仏系の文
学研究者が集うが、仏系カナダ文学研究機関として別
途「日本ケベック学会」が 2008 年に発足、「日本フラ
ンス語フランス文学会」の旗下にも入っている。カナ
ダ文学研究者の大半は、英米仏のいずれかの文学会に
属しており、宗主国の文学研究からカナダ文学研究に
転向したか、あるいは副次的な研究対象にしているか
のいずれかだ。 
 先の「カナダ文学関係文献目録」によれば、学会創
設当時の 70 年代後半から 80 年代にかけては、個々の
作家や作品を論じるというより、カナダ文学全般につ
いて紹介する記事や小冊子、論文が中心だ。例えば、
「カナダの文学―アイデンティティをめぐって」（平野
1977）や、『カナダ文学案内―小説を中心に』（浅井
1982）、「カナダの女流作家たち」（堤 1982）、「カナダ
文学開眼」（佐伯 1983）など。さらに 1990 年代にかけ
て、カナダ文学を網羅的に紹介するハンドブックや論
文集も登場する。『現代カナダ文学―概観・作家と作
品・資料』（浅井 1985、1991 改）、『カナダ文学の諸相』
（渡辺昇 1991）、『カナダの文学と社会―その風土と文
化の探求』（堤 1995）、『辺境カナダの文学―創造する
翻訳空間』（平林 1999）、そしてカナダ研究の一環とし
ての『カナダ大いなる孤高の地―カナダ的想像力の展
開』（竹中 2000）は、カナダ文学研究に携わる者の必
読書となっている。1990 年代にはさらに、カナダ文学
のジャンルとしての、ケベック文学、日系人文学、エ
スニック文学、先住民文学、カナダ詩、カナダ演劇、少
年少女・児童文学、自然・開拓、神話・伝説・民話とい
った項目に入る概論的論考が目立つようになる。同時に、
1990 年以降は、作家、作品研究が本格化し、2000 年度
「作家別目録」には、60 名の作家がリストアップされ、
その後も同様の傾向が続いているが、現役で活躍中の
作家・作品研究が中心である。 
 後発「日本カナダ文学会」も、2012 年に 30 周年を
迎え、英系、仏系カナダ文学に関する記念シンポジウ
ムが、記念大会のプログラムの中心に据えられた。仏
系は「移動と記憶：展望フランス語圏カナダ文学」、英
系の方は「マーガレット・アトウッドを読み解く」と
の演題であった。アトウッドは、英系カナダ文学研究
最大のターゲットであるばかりか、「日本英文学会」の
研究対象である英語圏文学の代表的作家であり、当シ
ンポジウムは、日本でもアトウッド市場なるものが形
成されていることを裏書きした。また、大会の基調講
演 者 に The Cambridge History of Canadian 
Literature（2009）の編著者 Eva-Marie Kröller が招
かれたのは、学会員による「カナダ文学史」共訳プロ
ジェクト立ち上げを記念してのことである。 
 
Ⅱ カナダ本国でのカナダ文学事情とその背景 
 欧米の外国文学研究と比べ、日本でカナダ文学研究
がいかに後発であるかを改めて確認したが、カナダ本
国で本格的に自国の文学研究が始まったのは、先に触
れたように、20 世紀も後半、1960 年代とされる。1967
年の建国百周年をめざして高まったカナダ・ナショナ
リズムが文芸開花を促した年代である。それまでの道
筋 を た ど れ ば 、 カ ナ ダ 作 家 協 会 （ The Canadian 
Authors’ Association）が結成された 1920 年は、第一
次世界大戦後の経済的繁栄を背景に「カナダ文学」が
自明のものと見做され始めた時期と重なる。1937 年に
は、作家の登竜門たる「カナダ総督文学賞」（The 
Governor General’s Awards）の設立、1957 年には、
カナダ文化振興会（The Canada Council）が、カナダ
文化の興隆を目的として設置され、学者や芸術家に助
成金を支給する仕組みが整った。同年、「新カナダ文庫」
（New Canadian Library）がペーパーバック・シリー
ズで出版を開始し、それまで絶版になっていたカナダ
文学の名作が一般読者の手に入るようになっていた。
カ ナ ダ 文 学 専 門 の 最 初 の 研 究 機 関 紙 Canadian 
Literature は、1959 年にブリティシュ・コロンビア大
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学で創刊された。1931 年創刊のトロント大学人文系季
刊誌 University of Toronto Quarterly には、1936 年
にカナダの文芸時評欄が登場している。他に大学滞在
作家・滞在詩人（Writer-in-Residence, Poet- in-Residence）
制度を含めると、遅咲きながらも「カナダ文学」が 20
世紀後半に開花した背景には、堤の指摘（堤 1995）に
あるように、国民文学の隆盛を願う政府主導の保護主
義が一役買っていることは否めない。それが温室的開
花であることは、カナダ文学の育成者たるフライです
ら、かの「結語」で保護政策を風刺していることから
もわかる。反ナショナリストの作家・評論家メトカー
フ（Metcalf,1938-）に至っては、その弊害を列挙し、
Canadian‘Classic’を紹介する「新カナダ文庫」シ
リーズは、教師と学生向けの再版物であり、それを自
称的な‘the Canadian tradition’と結びつけて評判
の後押しをしているのは、自分の専門がらみのナショ
ナリストの学者たちだと断言している（Metcalf 1988）。
メトカーフに言わせると「文学とは本と読者の関係で
あり、伝統とは読者を意味する。」その定義付けから逆
に、カナダ文学の後進性の一因を、カナダの出版事情
と読者との関係から探ることができよう。1960 年代初
期には、カナダの若手小説家が当てにできるカナダ的
伝統はなく、そもそも「皆目手に入らなかった」とい
う 60 年代以前の出版状況を探ることは、新興国初期の
歴史的・地理的背景についての再確認でもある。 
 カナダはヨーロッパからの北米入植地としては古
いが、国家としては新しい。英仏の植民地抗争の紆
余曲折 2) や 1812 年戦争 3) を経て、1867 年の連邦結成
（Confederation）から数えても 150 年に満たない。カ
ナダの国家的モット 「ー海から海へ」（from sea to sea）
が 、 現 在 の 版 図 と し て 完 成 し 、 カ ナ ダ 自 治 領
（Dominion of Canada）が、完全な主権を獲得して
Canada となったのは 1949 年である。現在のメープル
リーフの国旗が制定されたのは 1964 年、連邦結成百周
年を経て、1982 年にカナダ新憲法が公布され、独立を
祝う 7 月 1 日が「ドミニオンデー」から「カナダデイ」
になった。「それまでイギリス議会のもとにおかれてい
た旧憲法（英領北アメリカ法）をカナダ議会に取り戻
すことで、植民地としてのカナダの歴史に名実ともに
終止符を打った」（木村 2006）のである。ちなみに作
曲から 100 年後の 1980 年に「おおカナダ」が国歌に採
用されている。このようにカナダが全き国家としてリ
ニューアルしたのは、奇しくも「日本カナダ文学会」
が結成された 1982 年のことである。カナダ文学の展開
は、その歴史同様、“cautious and slow”（Steins1977）
であったの は言うまで なく、“a combination of 
dramatically varied regions”という地理的・政治的
条件にも支配され、否応なく“the regional context”
（Keith 1990）で、展開せざるをえなかった。対談集か
らフライの言葉を引用すれば、「カナダ人作家はいない
が、南オンタリオの作家、ブリティシュ・コロンビア
の作家、沿海諸州の作家、ケベックの作家はいる。全
部ひっくるめると、はっきりそうと感じられるカナダ
文化が出来上がる」（Cayley1992）となる。かつて合
衆国の西部開拓は、東から西へとフロンティア（開拓
前線）の移動によって遂行されたが、カナダの場合は、
駐屯地と大陸横断鉄道という、点と線による地域ごと
の開拓と発展であった。 
 カナダ人の定義のひとつに「革命を拒否したアメリ
カ人」というのがある。同じく英領北アメリカ（British 
North America）を母体にしながら、革命により 1776
年に一気に独立を果たした合衆国と、段階的に自治・
主権を確立していったカナダとでは文化の育成に大き
な違いが生じた。カナダが 4 州（Canada East 現ケベ
ッ ク 州 、 Canada West 現 オ ン タ リ オ 州 、 New 
Brunswick, Nova Scotia）からなる自治領になった頃、
合衆国では南北戦争（1861-65）が終結、フロンティア
が消滅するとともに産業資本の発展期に入っている。
独立から南北戦争までに「アメリカルネサンス」と称
されるアメリカ・ロマン主義文学が花を咲かせ、アメ
リカ文学のもっとも充実した時期の一つが早くも訪れ
た。ホイットマンの『草の葉』（1855～92）、ホーソー
ン『緋文字』（1850）、メルビル『白鯨』（1851）といえ
ば、世界名作全集の定番的古典だ。南北戦争以後は、
アメリカ的な経験、価値、生き方を提示したマーク・
トウェイン、心理主義リアリズムの道を切り開いたヘ
ンリー・ジェイムズが、それぞれアメリカ文学の二つ
の異なった伝統の礎となった。その後のアメリカ文学
の発展ぶりについては繰り返すまでもない。 
 カナダはアメリカに遅れることほぼ百年、カナダ自
治領として出発した当初もまだ、地理的、政治的、経
済的要因がことごとく文化の育成を阻んだ。開拓移民
は広大な領土に散らばり、情報通信も乏しく、人々は
厳しい自然環境の中を生き抜くのに精一杯で文化活動
にいそしむ余暇もままならなかった。推定では 19 世紀
初頭、オンタリオ南部の人口の 80%がアメリカ出身者
だったことや、ナポレオン戦争（1803-15）終結後、イ
ギリスからの移民が激増したことから、人々の大半が
隣国か母国との強い結びつきを保持していた。従って
当時のカナダ人は、英米の書物を当てにすることに抵
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抗がなかったのである。カナダの人々は長い間自国の
文学作品には興味がなかったという不満の声も聞かれ
る。例えばカナダの小説家フレデリック・グローブ
（Frederick Grove, 1879-1948）は「カナダ人は心の底
では自分の国に興味がない。彼らは王侯・貴族の話と
か、南北戦争の話を読む方が好きなのだ」（Steins 1977）
と述べている。ちなみに 20 世紀後半になっても、カナ
ダ人自身、文学専攻の学生ですら、カナダ文学に興味
がないと嘆く評論家もいる（Blodgett 1994）。 
 人口の絶対数が極めて少ないカナダでは、独立した
出版事業は経済的に成り立ちにくかった。自国での出
版デビューを期待できないカナダの作家たちは、欧米
の出版市場に頼らざるを得なかった。彼らが想定した
読者もまた欧米の読者だった。自治領成立以前の植民
地文学を代表する作家姉妹キャサリン・パー・トレイ
ル（Catherine Parr Trail, 1802-99）とスザンナ・ム
ーディー（Susanna Moodie, 1803-85）は、もっぱら
故郷イギリスの読者に向けてその移民体験を語った。
カナダ生まれの最初の作家ジョン・リチャードソン
（John Richardson, 1796-1852）が、当時の欧米の文壇
で流行していた、歴史ロマンスやゴシック小説の文学
様式を Wacousta (1832) に採り入れたのも、英米の読
者を想定してのことであろう。 
 20 世紀に入ると、国力を増したアメリカの出版社が
もっぱらカナダ発の作品を世に送り出す役目を果たし
たが、カナダの作家たちは商業ベースに乗らざるを得
ない「ジレンマ」を抱えていたようだ。カナダ人作家
たちのほろ苦いエピソードを紹介（Keith 1990）しよ
う。モリ ・ーカラハン（Morley Callaghan, 1903-1990）
は、1920 年代後半に作家活動を始めた頃、トロントや
モントリオールを舞台にした作品を書いたが、カナダ
の地名ではアメリカでの売上に差障りがあるとのこと
で、意図的に都市の名を伏せておく必要に迫られたと
いう。ヒュー・マクレナン（Hugh MacLennan, 1907‐
1990）の Barometer Rising (1941) に映画化の話が持
ち上がった時のこと、アメリカの映画会社は舞台をカ
ナダのハリファックスから、アメリカに移そうと努め
た挙句、1917 年のハリファックス港の大爆発という歴
史的事実を無視できないことから、映画化の話は没に
なった。マクレナンはその時の苦々しい思いを“A Boy 
Meets a Girl in Winnipeg and Who Cares?”という
エッセイにまとめた。アメリカで読者を獲得したけれ
ば、カナダが舞台ではお話にならないという風刺的教
訓を述べているのである。ルディー・ウィーブ（Rudy 
Wiebe, 1934-）は 70 年代初めに似たような経験をして
いる。アメリカの出版社は、彼が出自としている“the 
Canadian Mennonites”（ロシアからの宗教移民）に
ついて書くくらいならアメリカのユダヤ人について書
くよう勧めたらしい。キースの見たところ、最近にな
ってやっと、メイヴィス・ギャラン（Mavis Gallant, 
1922-）やアリス・マンロー（Alice Munroe, 1931-）
といったカナダの女性作家たちは、The New Yorker
などの雑誌に、ジレンマを味わうことなくカナダが舞
台の物語を発表している。 
 1960 年代から作家の意識にも変化が見られること
は、現代カナダ文学を代表するマーガレット・ローレ
ンス（Margaret Laurence, 1926-87）が 1972 年に述
べた一文からも伺い知ることができる。「ひと頃、カナ
ダの作家になることはきわめて困難だった。カナダ人
は長年の間、一種の植民地気質を持ち続けていて、
どうもカナダ人の書いた作品がすぐれているはずは
ないと多くの人々が感じていた。いいものはきまっ
てニューヨークか大西洋を越えて来るものと思い込
んでいた。こんな文化風土も、とりわけここ十年の間
に著しく改善された」（Steins 1977）とある。建国百
周年を前後して活況を呈するようになったカナダ文学
の特徴を、ロレンス研究第一人者の論述から拾い上げ
ることができる。 
 
60 年代後半から 70 年代を通じ、ロレンスがカナダの
「国民的作家」と歓迎されたのは、彼女の作品が大平
原の地域に根ざし、その地域独特の習慣やイディオム
を忠実に再現しながら、しかも同時にカナダ的であ
り、かつ普遍的にも訴える真摯な、力強い声をもっ
ていたからである。（堤 1995,20） 
 
ロレンスが国民作家と称えられるきっかけとなった代
表作『石の天使』（The Stone Angel, 1964）は、ニュー
ヨークで出版されることで、同時に国際的にも知られ
るようになった。総督文学賞作品 A Jest of God（1966）
は、トロント、ロンドン、ニューヨーク三都市同時出
版され、Rachel Rachel のタイトルで、アメリカ映画
の原作となっている。詰まる所、モンゴメリのアン・
シリーズであれ、アーサー・ヘイリーの大衆文学であ
れ、さらにはカナダ文学の優れた名作であれ、世界で
認知されるには、大国アメリカの出版業界、付随的に
はアメリカ映画産業も含め、アメリカ資本の力を借り
なければならなかった。このようなカナダ事情は、ま
さにカナダ文学の展開に伴う‘Canadian dilemmas’の
一面をなしている。 
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Ⅲ 英系カナダ小説をめぐる‘Canadian dilemmas’
の背景と事例 
 今や長い文学的伝統を誇るアメリカ文学も、開花期
には新興国のジレンマを抱えていたことは文学史的常
識となっているが、カナダの場合を考察する前に、ア
メリカ事情についても認識しておきたい。イギリスの
文 芸 評 論 家 ウ ォ ル タ ー ・ ア レ ン （ Walter Allen, 
1991-1995）は、『20 世紀の英米小説』（Tradition and 
Dream,1964）の序文で、伝統を築き始めたアメリカの
作家たちが抱えたジレンマをめぐる彼らの声を紹介し
ている。『モヒカン族の最後』（The Last of the 
Mohicans,1826）で知られる作家、フェニモア・クー
パー（James Fenimore Cooper, 1789-1851）は、
Nations of the Americans (1828) で、「ヨーロッパだ
ったら豊な鉱脈となって見出されるような、作家を富
ませるべき鉱石が、ここアメリカにおいてはほとんど
見あたらない。（・・・）劇作家のためには風俗習慣が
ないし、ロマンスの作者のためにはおぼろげな伝説が
ない」とアメリカの精神風土について嘆いている。ホ
ーソーンはそれから 30 年後に、The House of Seven 
Gables (1851) の序文で、自分の作品が小説ではなくロ
マンスだと主張し、小説を書かないのは、必要な付帯
状況がアメリカには存在しないと嘆いた。さらにその
30 年後にヘンリー・ジェイムズが、ホーソーンの評伝
（Hawthorne, 1879）において、小説家の立場から、ア
メリカ社会の欠陥をさらに拡大して告発したのだった。
かの有名な、ジェイムズの「ないない尽くし」である。
ジェイムズの嘆きは、三巻本の大著『講義アメリカ文
学史』（渡辺 2007）でも取り上げられている。文化的
堆積物が欠落するアメリカの現実に直面するホーソー
ンのジレンマを、ヨーロッパの伝統文化に惹かれるジ
ェイムズが代弁したことになるが、その欠落こそアメ
リカ文学が発展していく原点であるとしている。渡辺
は、アメリカ文学の独自性をいくつかの要点にまとめ
ているが、次の一節は、以下に考察するカナダの場合
とは対照的であることがわかる。 
 
この対ヨーロッパ意識は、植民地時代以来、長い間、
文化的な劣等感、後進・隷属の意識であったが、や
がて政治的に独立を達成したあとは、文化的にも独
立を訴える声が高まり、ヨーロッパの文化伝統を腐
敗し堕落した世界として批判し、拒否するとともに、
アメリカ社会を、たとえ荒削りであろうと、本質的
には無垢で健全な社会として、その独自性を強調す
る自己主張となった。ヨーロッパに対するこの揺れ
動く微妙な自己意識は、これまた、アメリカ文学に、
ヨーロッパには見られない独特の性格を与えること
になった。（I,32） 
 
 アメリカ人にとっての対ヨーロッパ意識は、植民地
時代のカナダでは英国への忠誠心に姿を変える。カナ
ダ は 現 在 で も 立 憲 君 主 制 国 家 と し て 、 英 連 邦
（Commonwealth of Nations）に属し、国家元首はエ
リザベス二世、名代として名目上のカナダ総督を戴い
ている。アメリカは独立を契機に、英国とは一線を画
す、独自の文学の伝統を育もうとする動機付けが高か
ったが、カナダの場合は、母国と政治的繋がりがあり、
英文学の伝統を断ちきり、新興国の礎やシンボルとな
る国民文学を生み出す動機付けが低かった。母国の伝
統は、「捨て去るべき帝国主義的な重荷ではなく、実例
であって、無論おとなしく模倣すべきものではなく、
慈しむばかりか、強化すべきもの」（Keith 2005）なの
だ。英文学を本流とする英系カナダ文学は、支流であ
ることに甘んじた妥協の産物ともいえる。そんな特徴
が際立つ、植民地時代の作家のジレンマと、結果とし
ての作品の傾向を探ろう。 
 カナダ生まれのリチャードソンは植民地時代に、世
界史に刻まれるような事件の少ないカナダを舞台に、
歴史ロマンスを執筆した。厳密にいえば、英仏植民地
抗争という歴史的背景を採り入れたゴシック小説
Wacousta; or The Prophecy: A Tale of Canadas 
(1832) を、母国ロンドンで出版した。この年は、18 世
紀末から 19 世紀初頭にかけて英文学の世界を席巻し
たロマン派運動（The Romantic Revival）が、後に、
偉大な歴史小説家ウォルタ ・ースコット（Walter Scott, 
1771-1832）の死によって終息したとみなされる年であ
った。大衆文学として 18 世紀後半ホレス・ウォルポー
ル（Horace Walpole,1719‐97）から始まったゴシッ
ク小説も、マチューリン（C.R. Maturin, 1782-1824）
による『放浪者メルモス』（Melmoth the Wanderer, 
1820）を最後の作品と数えるのが通例（川口 1989、杉
山 2000）である。言い換えれば、リチャードソンが生
まれ育ったカナダから、英軍将校としてロンドンへ移
り住んだ 1818 年以降、彼が兼業作家として執筆を開始
した時期は、ロマン派詩人たちが活躍する一方で、ス
コットの本格的歴史小説やゴシック小説が文壇流行の
モデルとして身近にあったと考えられる。 
 英文壇の傾向を視野に入れて、植民地カナダを舞台
にしたゴシック小説を書くことに、ジレンマが伴わな
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いはずがない。初期アメリカ文学の作家たちが苦しん
だ「ないない尽くし」のジレンマは、アメリカ以上に
深刻なはずだからだ。しかしながら、前述したアメリ
カの国民文学のように、その欠落部分を逆転して、独
自の文学世界を切り開くという発想をリチャードソン
に期待することはできない。母国に帰属意識のある兼
業作家には、独立後のアメリカ作家たちのように、反
骨精神を作品のなかで昇華する動機付けがない。彼は
「ないない尽くし」のジレンマを、歴史小説の体裁や、
ゴシック小説のモチーフ、コンセプト、道具立ての代
替物を、逐一再創造することで、解消したのではない
だろうか。英文学の「亜流」の一言で、妥協案の成果
を捨て置くに忍びない。不利なカナダ的条件のなかで、
ゴシック小説を創り上げた、その手腕を評価するとい
う「読み」 4) の可能性もあろう。 
 リチャードソンが愛読したというクーパーの『モヒ
カン族の最後』は、文明と自然との対立という現代的
な問題を扱っているが、同様に開拓時代の歴史を取り
上げた Wacousta には、二項対立の課題が欠如してい
るだけでなく、カナダの自然を一面的にしか提示して
いないという批判（McGregor 1985）がある。ところ
がその問題点こそ、フライやアトウッドがカナダ文学
の特質として論じた初期カナダ詩人・作家たちの自然
観の表れでもある。「カナダの詩人たちにとって、自然
は、まず無意識として、残酷で無意味な存在とみなさ
れた。カナダ詩においては、自然は常に不吉で脅迫的」
（Frye 1971）であり、初期カナダ文学に共通する自然
のイメージは「死んでいる」か「生存はしているが冷
淡」「人間に真っ向から敵対している」（Atwood 1972）
かのいずれかだ。評論家マクレガーは、Wacousta の
欠陥を踏まえ、The Wacousta Syndrome と題する大
著で、この作品をカナダ人の心理に潜む傾向を探る出
発点にしている。 
 カナダ生まれのリチャードソンは、イギリスに渡っ
て「ないない尽くし」のジレンマにめげず、カナダ初
のゴシック小説 Wacousta を著わしたが、イギリスか
ら乳飲み子を抱えて 29 歳でカナダに移住し、自伝的作
品の Roughing it in the Bush（1852）と続編 Life in 
the Clearing versus the Bush（1853）を著わしたスザ
ンナ・ムーディーは、三つのジレンマに苦しまなけれ
ばならなかった。一つ目は、経済的事情で母国に帰り
たくても帰れなかったこと。二つ目は、カナダの開拓
生活に適応しようとするが、困難を極めたこと。三つ
めは、作家の姉たちの末っ子として自らも 19 歳で創作
を始めたスザンナだが、イギリスで培った文学的素養
では、カナダの自然や移民体験をあるがままに語り切
れないことだった。そんなジレンマが三つ巴になって、
兼業主婦の創作過程に影響を及ぼしたと想定される。 
 1825 年から 40 年にかけての本国の経済不況の影響
で、カナダに移民した中産階級の作家たちは少なくな
かった。彼らが、移住先カナダで手がけたのが、新た
な叙述形式‘the emigration book’だった。もっぱ
ら移民候補者のイギリスの読者に向けて、過酷な現
実を伝えながら、実用的な知識を伝授することを目
的としていた。彼らと一線を画し、移民体験を語る
ジャンルの作品で、文学史上に名を残したのが、トレ
イルとムーディー姉妹作家たちだった。姉の作品 The 
Backwoods of Canada（1836）は、祖国の母や友人た
ちに書き送った書簡をまとめたものであるが、必要に
迫 ら れ た 移 民 体 験 を 記 録 す る と い う よ り 、‘ an 
adventure’として新天地での苦労と喜びを綴ってい
る。楽天的な体験記は、イギリス本国では「カナダで
の生活情報と知恵の宝庫」（Stouck1988）として人気
を呼んだが、その後のカナダ文学の系譜を辿れば、そ
のルーツをなしたのは、妹ムーディーの作品だったこ
とがわかる。Roughing がスケッチ集としてまとめら
れたことが、包括的な文学形式ゆえに、「散漫で装飾的」
「 形 状 不 確 か 」「 一 貫 性 の な い 逸 話 の 寄 せ 集 め 」
（Atwood 1970）といった欠点をも許容している。そし
て中産階級出身の文筆家という自意識からくる建前と、
ジレンマからくる無意識的な本音とのせめぎ合いが、
作品に文学性を与えることになった。 
 日本でのスザンナ・ムーディーの受容は、アトウッ
ドの詩集『スザンナ・ムーディーの日記』（The 
Journals of Susanna Moodie, 1970）を介して、アト
ウッド人気の延長線上で再認識された部分が大きい。
田村は『英語青年』（1987）のカナダ文学特集の記事で、
ムーディーをカナダ文学の原点として紹介し、アトウ
ッドの詩集への影響を指摘している。アトウッドは、
その「あとがき」で、雑多な逸話を一つに束ねている
ムーディー夫人のパーソナリティに心惹かれたと述べ
ており、そこにみる‘a violent duality’は、カナダ
人のメンタリティの特質であり、自作の詩では、建前
としての‘her conscious voice’ではなく、対位旋律
として流れる無意識の‘the other voice’を創作の源
泉にしているという。ムーディーをカナダの主要作家
として取り上げているストークの指摘にもあるように、
カナダを「監獄、敵意ある荒野の追放の地」（Stouck 
1988）と感じさせたムーディーの母国への思いは、フ
ライの‘garrison mentality’や、アトウッドが『サ
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バイバル』で列挙する、失敗者や犠牲者としての移民
のイメージを例証している。とりわけ Roughing の、
定義付けを拒むような作風は、批評家の食指を動かす
のか、ポストモダンの時代に至るまで、多くの版を生
み出すこととなった。ジレンマに引き裂かれた魂から
生まれた Roughing は、21 世紀に出版された専門家向
けの Norton Critical Edition（2007）に、決定版とし
て納まっている。 
 20 世紀のカナダ人、英系カナダ文学につきまとうジ
レンマは、宗主国に対してよりむしろ、対アメリカ意
識から生じる割合が大きい。アメリカ的な生活様式、
物質・消費文化を享受しながら、カナダ人として創作
するには、複雑な思いが付随し、カナダ文学の作品に
は、打ち消すことのできない対米意識が見え隠れする
のが読み取れる。南の隣国アメリカへの屈折した思い
を、カナダ文学が引き受けなければならない条件とし
て明文化しているのは、文芸評論家のフライや、作家
かつ評論家のアトウッド、教育現場を主眼として批評
活動するキースやその他カナダの評論家、さらには隣
国の文学について論じ始めたアメリカの評論家たちで
あった。 
 評論家たちの声をいくつか拾い上げ、カナダの作家
たちが置かれた精神風土について紹介しよう。一つ目
は、カナダ研究概論として編纂された評論集 A 
Passion for Identity（Taras et.al.1993）に再掲され
たフライの論文“Sharing the Continent”（Divisions 
on a Ground: Essays on Canadian Culture, 1982. 
57-70）より、二つ目は、アトウッドの評論集 Second 
Words 掲 載 の “ Canadian American Relations: 
Surviving The Eighties (1981)”より、三つめは評論
集 Studies on Canadian Literature（Davidson 1990）
収録のキースの論文“Third World America: Some 
Preliminary Considerations”よりの一節である。 
 
政治的、経済的、そして科学技術的にも、世界は一つ
になりつつある。カナダはアメリカの軌道に納まっ
ており、未来を予見しても変わりはなさそうだ。カ
ナダ人はそんな状況に抵抗したくてもできないし、
多くのカナダ人が望んでいるわけでもない。（Frye, 
258） 
 
アメリカ人は大抵、加米関係について、いや彼らな
ら米加関係と言うだろうが、思い煩う必要はない。
皆目影響のない物事について考える理由があろうか。
ところが私たちカナダ人は、好むと好まざるにかか
わらず、あなた方アメリカ人のことを思い煩わなく
てはならないというのに。(Atwood, 372-373) 
 
カナダ人は合衆国について、少なくとも基礎的な知
識を身につける必要がある。しかるに、ほとんどの
アメリカ人は、カナダのことを能天気にも、何も知
らないで一生を過ごすことができる。この気まずい
真実は、カナダ人が受入れなければならない人生の
もう一つの事実なのだ。(Keith, 6) 
 
引用箇所に関して、三者に共通しているのは、加米関
係は対等ではありえず、カナダが一方的にアメリカの
影響下にあって、そこから逃れたくても逃れることが
できないという、マイノリティとしての現状認識であ
る。同じ北米という文化圏にありながら、アメリカと
は異なった世界観をもつ点が、海外、隣国の興味を引
くという「曖昧な状況のもつ予期せぬ利点」 (Keith, 6) 
こそ、カナダ文学の活路であると言えなくもない。ア
トウッドは、1970 年代の文化ナショナリズムの時期に、
カナダ関係専門の出版社の発足に貢献し、カナダ文学
案内『サバイバル』の出版でカナダ文学の存在をアピー
ルした。創作においても長きに渡って公然とアメリカ
的価値観を風刺してきたが、逆説的に、近年のグロー
バリズムを反映して、アトウッドはカナダの作家とい
うより英語圏の女性作家として位置づけられているよ
うだ。カナダの文化ヒロインたるアトウッドは別格と
して、英系カナダ小説家の作品では多くの場合、攻撃
的な風刺というより、‘Americanism’に晒されるジ
レンマを伴う、カナダ社会の現実を描こうとするスタ
ンスが伺える。ここでは、カナダの地理的・歴史的背
景を反映する、一捻りの利いた作品を‘Canadian 
dilemmas’を映す事例として最後に紹介したい。 
 20 世紀中葉、カナダ文学の潮流はリアリズムにあっ
た。モリー・カラハン（Morley Callaghan, 1903-90）、
マクレナン、グローブ、シンクレア・ロス（Sinclair 
Ross, 1908-1996）らが、カナダ的な自然や社会を写実
的 に 描 い てい た 。 一 方で 、 カ ナ ダ西 部 は 、“ the  
territory of modernist mythmaking”（Howells 2009）
として独自の展開を見せていたが、大戦前夜にロンド
ンで出版されたハワード・オヘイガン（Howard 
O’Hagan, 1902-82）の Tay John（1939、『テイ・ジョ
ン物語』1996）が日の目を見たのは、小説の潮流がリ
アリズムから反リアリズムへ移行した 1970 年代のこ
とだった。地方色の強いこの作品は、紆余曲折 5) を経て、
「新カナダ文庫」シリーズの一環として 1974 年に再版
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された。オンダーチェはオヘイガン研究に先鞭をつけ
る評論を発表したが、1989 年版では「あとがき」を担
当し、Tay John が、後のロバート・クラウチ（Robert 
Kroetsch, 1927‐）やウィーブらの作品に欠かせない
モチーフを図示した最初の小説の一つと称えた。無名
の作家だったオヘイガンは、晩年になって再デビュー
を果たし、彼の代表作は、アトウッドを始め、ポスモ
ダニストのクラウチらが論じるに足る重要作品となっ
た。 
 第 I 部「伝説」は、カナダ北西部のお国事情の記述か
ら始まる。表題の主人公テイ・ジョンの生誕伝説が語ら
れた後は、カナディアン・ロッキーを貫く新たな大陸横
断鉄道 6) の敷設時代を背景に、第Ⅱ部の途中から山男
ジャック・デナムが登場、その後は彼が拾い集めたテ
イ・ジョンをめぐる様々な風説が一人称で語られる。
テイ・ジョンの出自そのものが、ジレンマに彩られて
いる。彼は、金髪碧眼の白人男性レッド・ローティー
と、先住民の人妻ハンニとの混血児である。布教とい
う宗教的な理想とは裏腹に、人妻を手篭めにしたロー
ティーの姿は、先住民を教化するという大義名分が暴
力行為に等しいことを比喩的に伝えている。部族の伝
説「黄色い髪のリーダー」をローティーに求め、裏切
られた人々は、身重のまま亡くなったハンニの墓から
出てきた男児こそ、豊かな土地へ導いてくれるリーダ
ーと仰ぐが、彼の存在自体、先住民社会の存続を危う
くする因子を孕んでいる。彼は、通過儀礼に選んだ場
所から持ち帰ったものは、白人の追い求める砂金だっ
た。部族では、白人を案内して手に入ったライフル銃
や火薬は、彼の旅の手柄と考える。彼の呼び名は、先
住 民 の 言 葉 で 「 黄 色 い 頭 」 を 意 味 す る 、
‘Kumkan-Kleseem’略して‘Kumukleseem’フラン
ス語の‘Tête Jaune’さらに本来の意味を無視して英
語風にした‘Tay John’に変化する。彼が白人の言
葉を覚えるにつれて変化する呼び名は、先住民を巻き
込んだ英仏植民地抗争のプロセスを象徴している。混
血のインディアンは、ヨーロッパ人による北米開拓の
副産物なのだ。 
 未開地を貫くように横断鉄道が敷かれ、騎馬警察が
パトロールして「法と秩序」の名の元に開拓されてい
ったカナダ北西部。第 II 部「風説」では山男たちの世
界が展開するが、先行する冒頭部の三人称語りは、20
世紀初頭のカナダ人の対米意識を露骨なまでに描出し
ている。 
 
それは帝国の路線になるだろう。戦争時に英国はア
メリカ国境からずっと離れてカナダを横断する軍隊
を急送することができるのだ。「あのいまいましいヤ
ンキーどもに目にものをみせてやろう」オタワであ
る議員が叫んだ「我々が手にしている限りの独立は
本気で守るんだってことを」（オヘイガン、67） 
 
測量隊がルートを探って山岳地帯に分け入った頃、山
男たちの世界に出没するテイ・ジョンは、ジャック・
デナムの見聞語り「ジャッキーの物語」（71）の中心人
物となる。二重の語り枠は、テイ・ジョンの神秘性が
損なわれるのを防ぎ、神話的な時空を知らされた読者
が、デナムの語りに潜む白人の論理に対して、批判的
距離を保つのに役立っている。テイ・ジョンは灰色熊
との「人間対荒野の叙事詩的な闘い」（79）を対岸で目
撃された後も、山岳地帯に分け入った白人の男や女に
“a revelation of the primitive”（Tanner 1990）を先
住民文化として垣間見せる。彼は、罠猟師やガイドと
して白人社会の一員となるが、その社会のルールを身
につけることができない。そんなジレンマを映像化し
たような場面がある。取引小屋で目にした雌馬を切望
し、その望みが断たれたとき、負け札を引いた左手を
斧で切り落とす。英語の習得に役立てた聖書の一節が、
「躓かせた手」を文字通り切り捨てさせたわけだ。 
 第 III 部「痕跡―突き止められないままに」は、ア
メリカ人の起業家アルフ・ドブルのリゾート開発の現
場が舞台の中心となっている。「ダブル」を捩った戯画
的な人物造形には、作者の対米意識が伺える。鉄道の
開通を見込んで「その地域全体がアメリカのスイスと
して知られるようになる」（172）と信じて疑わず、「山
間の小さな新世界」（180）のパイオニアを気取るが、
そんな個人のアメリカン・ドリームは、カナダでは場
違いであることが例示される。彼は「現実的見通し」
（227）を決まり文句にする合理主義者にもかかわらず、
鉄道会社幹部の情婦を巡る、テイ・ジョンへの非合理
な闘争心が災いし、瀕死の重傷を負って事業の撤退を
余儀なくされる。他方、未開地に赴任したローティー
神父も、存在の二重性に引き裂かれた人間像として提
示されている。彼は、誘惑に打ち勝つという宗教的使
命と、抑圧の＜生＞からの解放を求める思いとの狭間
で苦しむのだが、山頂の木に自縄自縛の状態で亡くな
っているのを発見される。 
 「運命の女」を手に入れたテイ・ジョンも結局、白
人文化に染まって生きることも、部族の元へ帰ること
もできないジレンマゆえに彷徨するしかない。罠猟師
ブラッキーは、山奥から鉄道に向かう途中、猛吹雪の
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湖上で、痩せ細った黄色い頭のインディアンが、「医者」
だの「教会」だのと口走る姿を目撃する。正気を逸し
たような男は、トボガンに座るお腹の大きい女が死ん
でいることにも気付かない。語り手デナムは、恐れを
なして見送ったブラッキーが、引き返して救助に向かっ
たときの様子を伝え、彼の言葉で語り終える。 
 
ブラッキーは目の前の、もうほんとうにかすかになっ
た、雪の中のわずかなくぼみでしかないそりの跡を
見た。その先はずっと、雪の中にずんずん埋もれて
ゆくばかりだった。そこから彼は引き返した。それ
以上彼にできることはなかった。そりの跡を見おろ
していたら、テイ・ジョンは結局、峠を越えていっ
たんじゃないような気がしたとブラッキーは言った。
あいつはただ、トボガンを引いて、雪の下の、地面
の中へおりていっただけなんだって。（271） 
 
作者オヘイガンは、デナムに「テイ・ジョンの物語」を
語らせながら、カナディアン・ロッキーの土地、自然が
いかに社会的存在としての人間の思い込みを突き崩し、
人間を自然の一部にしてしまうか、そんな世界観を提示
している。自然の力に闘いを挑む英雄譚で始まった「ジ
ャッキーの物語」は、テイ・ジョンの＜生＞の条件に
対する認識の深まりとともに様相を変えていったが、
デナムの最後意味付けには、白人の新世界開拓の産物
とも言える、帰るべき場所のない混血インディアンに
対する「罪の意識」が仄めいている。同時に読者は、
リアリズムの読みを拒否し、再生のエネルギーを秘め
た自然の力を神話的イメージで理解する。そして直線
的なアメリカの西部開拓とは異なる、カナダ独自の西
部開拓神話の創造に立ち会ったのだった。 
 
おわりに 
 フ ライ 関係 の 記録 文書 と して 発行 さ れて い る
Northrop Fry Newsletter (1993) に、こんな一文があ
る。「これほど尊敬されながら孤立しているのはなぜだ。
私が現役批評家の誰よりも批評を深刻に捉えているか
らなのか。」フライがこのように日記に吐露しているジ
レンマは、コンテンポラリーな文学理論の時流に乗る
ことを潔しとせず、批評のスタンスを変えないキース
のジレンマにも通じる。キースは、増補改訂版の
Canadian Literature in English（2006）の‘Polemical 
Conclusion’の中で、「世界文学市場を睨んで‘rootless 
cosmopolitanism’に傾倒して執筆された文学作品は、
短期的には成功を遂げて然るべきだ。しかし長期的に
みると、必ずしも限定的ではないローカルな舞台が描
き出す、想像力と技量から生まれた作品の寿命の方が
長い傾向がある」とし、衒学的な文学理論に翻弄され、
「読む楽しみを与える」という文学作品本来の意義が忘
れられていると苦言を呈している。補遺として収録さ
れた“A Note on ‘Postmodernism,’ Jargon, etc.” に
おいて、理論用語の盲点を突き、自著では 1985 年の初
版執筆中すでに幅をきかせ始めたポストモダニズムに
は、多くの場合、警告的な引用符をつけ、その他の専
門 用 語 （ ‘postcolonialism’ ‘canon’ ‘Eurocentric’ 
‘marginalization’ など）は極力さけたと記している。
辛口のメトカーフは、キースの文学史を 1980 年代当時
「芸術の機微を捉えた信頼できる、数少ない文学評論家」
（Metcalf 1988）によるものと指摘しており、近刊の
The Cambridge History of Canadian Literature
（2009）でも、先行する代表的な英系カナダ文学史とし
て言及されている。とはいえ、日本カナダ文学会が、
翻訳プロジェクトの対象としたのは、「読み」の醍醐味
を教えてくれるキースの文学史ではなく、当然ながら、
大勢の専門家による解説を網羅的に集大成した、権威
あるケンブリッジ版文学史である。 
キースが信念を貫きながら、時代思潮に対する言い
訳めいたコメントを余儀なくされたように、同様のジ
レンマを抱えざるを得ない日本の文学評論家の一例を
挙げることができる。前述した三巻本『講義アメリカ
文学史』の著者は、膨大なアメリカ文学の全体像を提
示するに当たり、「現在の思想状況の中で文学史が可能
かどうかといった今日的な問題を意識しつつ、同時に、
アメリカ文学研究に必要不可欠な情報の提供を目指さ
ざるをえない」と序論を締めくくっている。歴史の浅
い英系カナダ文学史とは質的・量的な違いはあるが、
個人の「読み」の経験に基づき、欠点の指摘も含め、
その国の文学の魅力を語ろうとする姿勢は共通してい
るように思える。『赤毛のアン』シリーズや『シートン
動物記』は別として、筆者が初めて読んだカナダの小
説 Tay John に 心 惹 か れ た の は 、 こ の 作 品 が 、
‘in-determinacy of meaning’（意味の不決定性）や
‘self-reflectiveness’（自己省察性）といった、ポスト
モダニズムの特徴を先取りしているからではなかった
ろう。カナダの歴史と風土を色濃く反映した「カナダ
性」こそが、異国の文化に対する好奇心を刺激したに
違いなかった。伝統的な「正典」を見直し、過去の作
品もポストコロニアニズムやフェミニズムの視点から
考察するのが時流に叶うアプローチとされているが、
20 世紀中葉では主流であったテーマ批評的な「読み」
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が、外国文学を楽しみ、当時の世相を理解するための
基本的アプローチだということに変わりない。 
 
注 
 1）L.M.モンゴメリ（1874‐1942）の処女長編『赤毛
のアン』は、カナダ文学の邦訳第一号（村岡花子
訳）に当たる。1954 年、「緑の切妻屋根」の家が
舞台となる小説を、異色のヒロイン像を示す邦題
で世に送り込んだことが、日本にアン人気を根付
かせるきっかけになったようだ。原作は、カナダ
本国ではなく、ボストンの出版社からシリーズ物
で発信されたこともあり、当初から世界的ベスト
セラーになった。邦訳も世界的なブームの延長上
にあったといえよう。少女の心を捉えた村岡花子
版アンの物語は、シリーズとして 5 年に渡り刊行
された。省略部分を含んだ村岡版を引き継ぎ、そ
の後も作家、翻訳家、研究者などが、完訳、抄訳、
注釈版を刊行し続け、Anne of Green Gables 出版
百周年の 2008 年には、村岡花子訳の改定・増補版
が出版されている。本国カナダでも英米でも映画
化されており、日本では「劇団四季」のミュージ
カルやアニメ作品としても馴染みが深い。『赤毛の
アン』を中心としたモンゴメリの作品群は世界児
童文学の古典としても読み継がれ、英系カナダの
小説としても研究が盛んである。 
 2）ヨーロッパでの第二次百年戦争の一環として、新
大陸で行われた植民地抗争は、フレンチ・インデ
ィアン戦争（1753‐1763）と呼ばれている。当初
はインディアンと巧みに協同したフランス側が優
勢だった。1756 年に至りヨーロッパで起こった七
年戦争と合体した。強力な海軍力を利して植民地
に傾注したイギリスは、フランス側の拠点を次々
と攻略した。1763 年パリ条約で、ヌーベル・フラ
ンスとミシシッピ河以東の仏領ルイジアナ植民地
は消滅し、英領北アメリカ植民地の一部となった。
（日本カナダ学会編『メープル豆辞典』2012, p. 121
参照） 
 3）イギリスと英領北アメリカ（カナダ）、さらに同盟
を結んだインディアン部族とアメリカ合衆国との
間で行われた北米植民地戦争（1812‐1814）で、
アメリカ独立戦争に次いで、第二次英米戦争とも
呼ばれる。1812 年にアメリカが宣戦布告した。国
境地帯を防衛するという困難にもかかわらず、ブ
ロック将軍は、クィーンストンハイツの戦いで米
軍を撃退した。ブロック将軍は戦死したが、アッ
パー・カナダ住民は反米に固まり、フランス系カ
ナダ人もイギリス支配下で保障された諸権利を守
るため積極的に戦った。（同上、p.80 参照） 
 4）長尾 2002 の論文では、Wacousta の随所に採り入
れられた、ゴシック小説のモチーフやコンセプト
について、影響関係も含め詳細に分析している。 
 5）Tay John は最初、1939 年にロンドンの出版社か
ら出版された。当時、Times Literary Supplement
などは好意的な書評を載せているが、出版元の倒
産や戦時中というタイミングの悪さも手伝って、
地方色の強い作品は文壇の話題になることはなか
った。さらに、時期尚早だったのか、本国の
University of Toronto Quarterly では酷評され
ている。60 年代に入ってアメリカで再版されたが、
売り出しに成功することはなかった。初版から 35
年後「新カナダ文庫」シリーズで、再デビューを
果たしたことになる。 
 6）カナダの東西を走る 2 本の大陸横断鉄道のうち、
北側の路線を指す。国境寄りの、最初の大陸横断
鉄道、カナダ太平洋鉄道（CPR）が完成したのは
1885 年である。鉄道敷設に貢献した測量技師フレ
ミングは、1880 年代にイエローヘッド峠を貫く鉄
道路線案を CPR に持ち込んだが聞き入れられず、
最終的にグランド・トランク太平洋鉄道（GTP）
とカナダ北部鉄道（CN）によって採択された。両
鉄道は 1920 年代にカナダ国有鉄道として一本化
され、今日に至るまで太平洋岸への主要貨物路線
としてイエローヘッド峠を通過している。また、
国営の旅客輸送網バイア鉄道（VIA）の、バンク
ーバー、エドモントン、ウィニペグを結ぶルート
にも利用されている。 
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Abstract 
 
 It has not been until the last few decades of the 20th century that Canadian literature has come to be a 
member of the World Literature. The purpose of this paper is to investigate Canadian conditions inherent in 
Canadian literature and to clarify the background of ‘Canadian dilemmas’ to be found in this emergent 
literature. First of all, I referred to the contributions made by two major critics, Northrop Frye and Margaret 
Atwood, and then did some research on the process of the reception of Canadian literature in terms of Japanese 
translation and studies on Canadian Literature in Japan, and on the background conditions in Canada about 
publication, history, and geography. Next, I compared the conditions inherent in the national literature of the 
United States with those of Canada. Then I took up two colonial writers John Richardson and Susanna Moodie 
who suffered from ‘Canadian dilemmas’ as case studies. Lastly I took up Tay John by Howard O’Hagan as a 
unique case to show that it turned out to be a forerunner of modern Canadian fiction in English. 
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